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木星型惑星 (木星・土星)表層大気の力学的な特色である縞状パターンはこれまでに多くの地球流体力学および
惑星気象学の研究者の関心を引いてきたが, 現在のところこれらの特徴を矛盾なく整合的に説明できる満足な力
学的描像と理解は得られてはいない. 本研究は, 富岳を用いて全球規模から微細規模対流までにわたる空間スケー
ルを統一的にあつかう大規模数値計算を実行し, 従来の数値モデルでは表現できなかった微細規模の対流や乱流
の構造を解像し, 木星型惑星大気に見られる表面流の大規模構造の力学的成因を解明することを目指している.
この目的のために, われわれは深さ方向の密度成層を考慮した回転球殻非弾性系熱対流モデルを構築し, その大

規模並列化を行った. スペクトル変換ライブラリを緯度方向に加えて動径方向にも MPI 並列を可能にすべく改良
した. その結果, これまで緯度方向格子点数によって制限されていた並列処理の限界を伸ばすことに成功し, より
大規模な並列計算が可能となった.
構築した回転球殻非弾性系熱対流モデルを用いて先行研究でもっとも自転が速く高解像度を必要とするケース

の一つである Gastine et al. (2014) の Case5 をターゲットとした. Gastine らは経度方向に 8 回対称性を仮定し
ているのに対して, 我々は全球領域での時間積分を実行した. 現在得られている解では幅広の強い赤道順行ジェッ
トと中高緯度の弱い縞状構造ジェットが生成されている. しかしながら運動エネルギーはーまだ増加しており, 統
計的平衡状態に達していないことが示唆される. 引き続き時間積分を遂行し, 縞状構造の遷移や性質を観察してい
かねばならない.


